

























































































































































































































































知的障害 6 ? 0 7
身体障害 2 2 2 6
精神的疾患等 7 7 3 17
その他の疾病 7 4 3 14
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特になし（軽い症状，虚弱化） 6 31 6 43




























経済的困難 15 17 3 35
極度の生活困難（極度の経済的困難，浮浪など） 9 2 1 ！2
虚弱化（就労不能） 4 2 0 6
虚弱化（日常生活困難） 3 8 2 13
退院後行く先なし（身体的疾患） 2 5 2 9
退院後行く先なし（精神的疾患） 6 2 0 8
同居の子供と折り合い悪い，子供の家を転々とする 5 18 4 27
同居の兄弟と折り合い悪い，兄弟からの援助途絶える 6 8 3 17
配偶者または子供，隣人からの虐待 4 5 1 10
配偶者の介護疲労，配偶者の死亡 3 2 1 6
アパート改築等にともなう立ち退き 5 8 2 15
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相互にみられる関連性を示したものである。この2つの表を頼りに高齢女性の生活困難の
過程と背景について見てみたい。
　表13はA～Wの23項目を指標にして作成した。
　A．幼少・青年期の両親の一三・離婚
　B．幼少・青年期の貧困
　C．疾病・障害，病弱
　D．内縁関係
　E．死別????????????
　また，①欄は転機または「つまずき」の数の総数であるが，
わたる「つまずき」の数が多く，
難であるということを示している。①欄が6～7の者は，14ケース（2，12，17，19，21，
33，40，43，58，60，63，76，78，82）あるが，どれも生涯にわたりきわめて厳しい生活
状況である。幼少・青年期の家族変動や経済的困難，男性との離死別，内縁，高齢期の経
済的困難と住宅問題，親族や近隣といった社会関係からの疎外など，人生のいつの時もそ
の生活はきわめて困難であったケースである（表12）。一方，①欄が0～2の者は，13ケー
ス（4，6，15，25，32，3436，39，42，54，73，79，84）あるが，これらは「つまずき」
の数が少ない者である。内，5ケースは夫婦入所，4ケースは世話になっていた兄弟が死亡
し高齢化，虚弱化の理由から入所してきたケースである。4，6，25，36，39，54，79，84
ケースは大きな「つまずき」となるような出来事の回数は少なく，経済困難はあるものの
高齢期の心身の虚弱化に対応する在宅福祉サービスや高齢者向住宅の未整備から養護老人
ホーム入所となったケースであると考えられるが，他方，表！2でも明らかなように，15，
離別
不安定就労
子どもからの虐待，不和
親族（兄弟，甥姪）との不和
高齢期の経済困難i
高齢期の住宅問題
高齢期の近隣等からの虐待
離死別，内縁×高齢期の経済困難
離死別，内縁×高齢期の住宅問題
離死別，内縁×不安定就労
高齢期の経済困難×高齢期の住宅問題（J×K）
高齢期の経済困難×不安定就労（J×G）
不安定就労×高齢期の住宅問題（G×K）
幼少・青年期の貧困×高齢期の経済困難（B×J）
幼少・青年期の貧困×不安定就労
幼少・青年期の両親の早逝・離婚×幼少・青年期の貧困
離死別，内縁×不安定就労×高齢期の住宅問題
離死別，内縁×不安定就労×高齢期の経済困難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その数値が高いほど生涯に
　　　　　　　　　　　　その結果概して生活問題が複雑に錯綜していて解決が困
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32，42，73ケースは子供や近隣からの虐待ケースであるeつまり，「つまずき」の回数は少
なくともひとつのつまずきが人生を変えてしまうほどきびしいものであり，緊急性の高い
ケースであるということができる。
　表13の②欄は各項目ごとの総計であり，③欄は全女性入所者にしめる割合を示す。②欄
および③欄からもわかるように，女性入所者の多くが人生の転機において不安定就労に従
事しているが（G欄），それも離死別や内縁関係と不安定就労が結び付いたケースが多いこ
とがわかる（0欄）。また，離死別，内縁ケースは高齢期の極度の経済的困難にも結び付い
ているし（M欄），高齢期の住宅問題にもつながっていることが確認できる。さらに，高齢
期の経済的困難と住宅問題もつながっており（P欄），住宅問題を抱える高齢女性は経済的
困難に直面しているといえる．また，壮年期の不安定就労が高齢期の住宅問題とつながっ
ているものもかなりあり（R欄），前述の女性入所者の概況でものべたことと一致する。不
安定就労による低所得は，低家賃の狭く老朽化した住宅に女性たちを住まわせ，改築，取
り壊しを契機に立ち退きを迫り，貧しい終のすみかをも奪っていくという状況を引き起こ
すといえよう。
　経済的に豊かでない家庭に生まれ，特別な資格や技術をもつ機会が与えられなかった女
性たちが，夫や恋人との離死別を経て，手狭な住居にとりあえず住みながら不安定就労に
従事する。ある時は結婚による生活の安定を求め男性によりかかることもある。それもう
まくゆかず，それでもなんとか不安定な仕事を転々としながら，住居を転々としながら仕
事伸問もないまま，地域のつながりも希薄なまま人生を送っていく。健康であることだけ
が頼りである。しかし，そういった不安定な生活状況のまま高齢期に達すると，加齢によ
る心身の疾病や障害による虚弱化が引き金になって，就労不能→極度の経済的困難という
生活変化がもたらされる。親族や子ども，友人，近隣関係からの疎外という生活の精神的
支柱である社会関係はそもそも喪失しており，それら精神的支柱の喪失が，心身の虚弱化
にともなう生活意欲の減退とあいまって身体的虚弱化の速度に呼応するように本人の生活
を生活困難へと緩やかにではあるが傾かせていくのである。
　さらに，生涯にわたる生活困難については，その幼少・青年期における家族崩壊といっ
た「つまずき」が大きな原因となっていることも指摘しておきたい。幼少期において87名
中27名が幼少期に両親のどちらかあるいは両方を亡くしているか，離婚によってひとり親
家庭で生育している（A欄）。また，幼少・青年期の経済状況をみると，25名の者がその生
育家庭が極度の経済的困難であったと答えている（B欄）。たとえぼ，父親の営む料理屋が
経営不振となり，両親は離婚，本人は借金のかたに年期奉公に出され，その後売春婦とし
て，吉原で生活を送った女性の例などは，幼少・青年期の経済的困難が壮年期の人生を狂
わせ，高齢期の生活を困難へ導いた典型ともいうべきケースであるといってよいだろう。
　また，疾病・障害・病弱（C欄）についてであるが，幼少時や壮年期，いわぼ高齢期以前
に発病した疾病・障害は，その後の生活に大きく影響を及ぼしているということがいえる
（表12）。幼少・青年期に障害をもった女性は，両親が生きている間は親に支えられている
が，親の死亡後に兄弟や甥姪に頼れないとすると一挙に生活が行き詰まる。「障害」が両親
に依存せざるを得ない生活を生みだし，その依存関係が本人の生活力を失わせる。親亡き
後の生活を支えてくれる関係がなけれぼホーム入所以外に道はない．
高齢女性と高齢男性の生活困難プWセスに関する比較研究II（高齢女性） 23
　特に，軽度の知的障害女性の場合では，出会った男性によりその生活が決まってしまう
といえる。男性から暴力の対象にされることも多い。また，知的障害者で未婚の母ケース
では，男性の性的身勝手さの餌食にされるようなケースも見られる。さらに，精神障害の
ケースでは，疾病が社会関係を破綻させ，地域生活を不可能にさせ入退院を繰り返した後，
高齢期以前から社会福祉施設で生活せざるを得ないといった状況におちいる。以上のこと
から心身の別を問わず，障害をかかえた女性の高齢期の生活困難もまた多くの問題をはら
んでいるということが指摘できよう。
4．女性入所者の生活困難過程の事例的考察
　1）幼少・青年期の経済困窮がまねく生涯の生活困難
　ケース28は，幼少・青年期の親の生活変化が影響し本人が主体的に人生を選択すること
ができなかったケースである。
　この女性は，現在80歳である。1912（明治45）年，関東地方の小都市に生まれた。尋常
小学校卒業後，父が経営していた料理屋が経営不振となり，それがきっかけとなり一家は
離散，本人は家の借金のかたに年期奉公にだされる。18歳の時上京し，31歳まで（昭和
5～18年）東京の遊郭で売春をしていた。その後，疎開先の軍需工場で働く（～38歳）。昭
和23年，再び上京し友人の子どもの世話などをし，定職をもたずすごしている（～42歳）。
この時期どのようにして生活を営んでいたか不明である。その後料亭の手伝いを70歳まで
していた。その後料亭のアパートに友人と住んでいたが，虚弱化し70歳の時ホーム入所と
なる（図4）。
　ケース22（84歳）は，東京の下町に11人兄弟の3女として生まれた。父親は職人だっ
たが不景気になり転職した。しかし生活は非常に苦しく，！2歳の時，芸者見習いにだされ
る。16歳の時，芸者屋で働いた。19歳で初座敷をふむ。その後割烹屋手伝いをする（22～58
歳）。その割烹屋が閉店になり芸者置屋の手伝いや子守をする（～61歳）。その後は妹夫婦
と同居していたが，妹の夫が死亡，その二二がアルコール依存症から本人に暴力をふるう
ようになり入所した。入所直前は2DKの民間アパートの3畳の部屋に住んでおり，妹が金
銭管理をしていたため，小遣いもなく，栄養失調の状態であった。妹は大変苦労しており，
2人子どもがいたが1人は死亡，もう一人は養護施設へ入所したのがその後行方不明であ
る。
これら2っのケースは，婚姻歴が認められず，特定の異性関係もみえてこない．若い頃は
芸者などをして生活をしていたケースであり，中年以降は，不安定な仕事しかせず，友人
や妹に頼りながらひっそりとその老後を迎えた人たちである。
　2）生涯にわたる各種の「つまずき」がまねく生活困難
　ケース40は，1905（明治38）年，関東地方で生まれた（87歳）。両親の結婚は母方の親
に反対されたものであり，未入籍だった。父親は工夫だった。4人姉妹の3女として出生し
たが，父親は15歳の時死亡した。その後は母親の実家で過ごした。母親も17歳の時死亡
した。17歳の時，菓子屋を営む男性と結婚（内縁）したが，酒癖が悪く，賭博，女道楽で
23歳の時離別した．その後「女中奉公」を経て，単身中国へわたり賄い婦をしていた。戦
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図4　　幼少・青年期の経済困窮がまねく生涯の生活困難過程（ケース28）
後引上げ友人宅へ滞在，病院の付き添い婦として働いていたとき運転手の後妻（内縁）と
なった（43歳）。10年ほどで離別した（53歳）。その後上京，病院の付き添い婦として72
歳まで働いた。体調崩し入院をしたが退院後の収入の道途絶え，身寄りなく生活保護受給。
通院しながら一人暮らしをしていたが，ころんで骨折，入院した。その間，間借りをして
いたアパートから立ち退きを迫られ賃貸契約をめぐってトラブルがあり憔埣し退院後の行
く先なくホーム入所となった（図5）。
　ケース43（87歳）は，1905（明治38）年，近畿地方の職人の家に生まれたが小学校卒業
後18歳の芸者となる。30歳まで芸者をしていたが，その後は小唄の師匠をする。同じ頃あ
る会社の社長と愛人関係を続けていたが，相手の男性が病気で倒れ離別した。その後は養
女を迎え，小唄の師匠をしながら生活をしていた。養女はあるとき家出をして上京してし
まった。66歳ごろ小唄の師匠をやめ，電気会社の独身寮の賄い婦などを転々とした（70歳）
が，生活に困窮した生活保護受給となる。従兄弟を頼り上京したが，その従兄弟が死亡し，
高齢化，アパート立ち退きを迫られホーム入所となる。
　ケース82は，東京下町に1920（大正9）年，5人兄弟の長女として生まれた（72歳）。
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図5　生涯にわたる各種の「つまずき」がまねく生活困難過程（ケース40）
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3人置兄弟は栄養失調や小児マヒで乳児のころ死亡した。尋常小学校3年で中退し，子守奉
公に出るが母が死亡したため，実家に戻るe30歳の時，結婚した。まじめな夫だった。長
男が生まれたが，知的障害で施設に入所した。本人は貧血で通院していたが，このころ夫
は妻の看病のため勤めをやめ日雇い労働者となった。家計は苦しく，本人は納豆屋や鉄工
所のパートをした。住居も転々とした。夫が69歳の時死亡，そのころ同居し，職と転々と
かえていた長男が本人夫婦の年金，貯金を使い果たしてしまう。家賃も払えずアパートを
追い出され浮浪，高齢者緊急相談センターを経て入所に至る。
　これらのケースは，生育家庭は，両親の早逝，家業が不安定，多子などで幼少・青年期
は経済的に困窮しており，壮年期の婚姻関係も極めて不安定である。また，高齢期では子
どもと不和であるということをみると，すべての人生の段階で経済的，婚姻関係，子との
関係など不安定である。経済的困窮を基底した「関係の不安定性あるいは破綻」が生活困
難へと直結していることが認められる。
　3）離死別，内縁関係による「つまずき」がまねく生活困難
　ケース60は，未婚の母のケースであるeこの女性（83歳）は1909（明治42）年，東京
に6人兄弟の次女として生まれている。家はパンの製造をしていた。高等小学1年で中退
し，家業のパンの製造を7～8年手伝った。その後，父親が友人の負債を負いそのため家業
失敗し，倒産した。両親は体が弱く働けなかった。本人は戦時中は給料食センターに勤め
家計を助けたe戦後はある会社の掃除婦として働いたが，その会社の男性社員と同棲（40
歳），長男を生んだ。その男性と離別すると同時に会社も退職。その後病院の掃除婦など子
連れで転々とした。長男が結婚し同居するが，住居も狭く嫁と折り合い悪いところがら，
1年で家出，住込み家政婦をしていた。住込み先が移転することになり，親戚や友人宅を
転々とし高齢者緊急相談センターを経てホームに入所している。これは未婚の母として，
子を連れながら不安定就労を転々とし，長男との同居もうまくゆかず急激な生活困難に陥
っていったケースである（図6）。
　ケース48（75歳）は，北関東の農家に1917（大正6）年，生まれた。父親は本人が乳児
の時死亡している。母は他の家の後妻となって他出したが早逝した。本人は養女となり上
京したが，8歳の時子守奉公にだされた。23歳の時，結婚し2女をもうけたが，夫は酒好
きで生活費なく，本人が公園の掃除婦をしながら子どもを育てたeその後夫は家出，以後
本人は精神的不安定となり，娘の勤務先近くに間借をし，一人暮らしをしていたが娘との
関係がうまくゆかず，先行き不安から老人性精神障害を引き起こし生活困難となり入所し
た。夫との離別後の精神的不安定が本人を極度の精神的不安定な状態へ導き，それが次女
との関係を悪くさせてしまったケースである。
　4）　疾病・障害がまねく生活困難
　ケース35の女性（68歳）は，東京に1924（大正13）年3人兄弟の末子として生まれて
いる。軽度ではあるが，知的障害をもつ。学校へは行かず，接客業をしながら転々として
いた。31歳のことから内縁の夫とともに建設作業員として働いた。63歳の時下夫が死亡し
た。それまで金銭管理や日常の家事はすべて内飾が行ってきたため，内夫の急死は本人に
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とって大きな打撃となる。高齢者緊急相談センターを経てホームに入所している。
　ケース67（78歳）は，19！4（昭和3）年東京に5人兄弟の次女として生まれているe生
後まもなく脳膜炎にかかり心身に障害をもつ。小学校はなんとか卒業した。両親と弟夫婦
と同居し生活してきたが，父親死亡後，弟の妻が家出，弟の失業も重なり，母親は衰弱し
極度の生活困難に直面し生活保護を受給している。
　ケース56（77歳）は，1915（大正4）年に九州で6人兄弟の長女として生まれた。2歳
時に脳性小児マヒにかかり，以来，両親と生活してきたが，両親が死亡後兄夫婦と同居し
た。しかし，うまくゆかず実家を出てアパートでひとりぐらしをするが，動脈硬化の発作
からそれも不可能となる。家主から立ち退きを迫られる。おりしも，実弟が事業に失敗し，
親の遺産である本人の貯金も使い果たされ，極度の経済的困窮に陥ったというケースであ
り，実弟へ預けたお金を失い精神的にも衰弱してしまったというものである（図7）。心身
の障害をもっている場合，支えてくれていた夫や親族をなんらかの原因で失うと，一挙に
生活が行き詰まっていくのである。特に世帯の経済的困窮と，本人の介護困難という2つ
の要素がからみあうなかで同時に創出される精神的支えの喪失は，本人の生活意欲を失わ
せより深い生活困難へと導く。
　5）子どもの生活困難に起因する生活困難
　ケース49（83歳）は，1909（明治42）年，東京の農家に生まれる。女学校2年で中退し
裁縫学校へ2年通った。25歳の時乾物商と結婚，一女をもうけた。その後養子（長男）を
もらう。乾物商がうまくいかず閉店し，夫は問屋に勤めた。長女はその後死亡。夫は復員
後果物店をはじめた。果物店の2階で長男は印刷屋を始めたが失敗し借金の返済に果物店
を手放した。長男夫婦は離婚，一家離散した。借金の取り立てから逃れるため長男は行方
不明となり，本人夫婦は住むところ無く，都内のホテルを転々として生活する。本人81歳
の時，夫がホテルで死亡した。その後も長男からもらうお金で生活をしていたが，それも
途絶え浮浪生活となる。路上で倒れているところを住民通報で保護され，要保護女子自立
促進施設を経てホーム入所している。
　ケース64は，四国の学校長の7人兄弟の次女として生まれた。豊かな家庭だった。女学
校に進んだ。その後上京し，デパートの経理部に勤務したが，その後記者養成所に学び婦
人記者となる。25歳の時雑誌編集長と結婚，夫婦で中国へわたり豊かな生活を送ったe3人
の息子をもうけるが次男は死亡した。61歳の時，夫死亡した後，3男は本人の年金を担保
に借金をしていた。3男夫婦と同居した。3男は酒好きであったが愛人が出来，突然家出を
してしまう。その後3男の妻と同居していたが，経済的に苦しく長男もアルコール依存症
であることから，子どもには頼れず入所となる（図8）。
　これらのケースは，高齢期以前には特別大きな「つまずき」を認めることはできない。
ケース64などはむしろ富裕な家庭に育ち，学歴も比較的高く，高齢期以前の生活はきわめ
て安定していたといえる。しかし，子どもの借金や離婚といった本人ではどうすることも
できない要因から高齢期に至り，極度の生活困難に陥ったケースである。子供側が親を扶
養し，介護するだけの財力も意思もないにもかかわらず子へ全面的に依存することは高齢
期の経済的困難，住宅問題を引き起こすことであり危険であるということに他ならない。
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このように富裕な階層にあったものでも，高齢化，虚弱化にともない，子どもへの依存関
係がうまくいかなければ，つまり，「関係の破綻」がおきれば経済的困窮につながるのであ
るということであり，現代的な貧困の特徴を端的に現している。
夏H．まとめ
　以上，女性入所者の概況と事例的考察を試みた。最後にまとめとして，社会福祉におけ
る現代的課題について，特に女性の福祉に関連して次の5点について言及しておきたい。
　まず第1に，男性入所者と女性入所者の生活困難過程における特徴を比較してみると，
前号でも指摘したように，男性入所者の多くは，そもそも社会の低層にあった者であり，
限定された雇用の機会，低賃金，心身の疾病，あるいは事業の失敗による経済的困窮が生
活困難の根底にあり，就労意欲，生活意欲の減退，婚姻関係のトラブル，社会的孤立が連
鎖的におこり浮浪などの急激な形で落丁への道をたどるが，女性入所者については，特に
生涯にわたる「依存関係」がその根底にあるということを指摘したい。その「依存関係」
が動揺，破綻した時に先ず生活困難にさらされるのである。幼少・青年期においては，親
との扶養関係において，親の早逝や離婚によって破綻が生じ，生活の動揺が起きる。さら
に壮年期においては，離死別による男性への依存関係が動揺，破綻したり，内縁という不
安定な状況であるとそれが，経済的不安定を導き，不安定就労となり，生活全体が生活困
難へ傾いていくということがいえる。壮年期後期から高齢期にかけては，子どもとの関係
に不和や虐待といった動揺があるとやはり，生活困難へつながるのである。その背景にあ
るものは，これらの女性たちは共通してその親や特に男性との問の「依存関係」が破綻し
たときに生活を支える，労働，住宅，子の養育といった社会的基盤が未整備であったとい
うことである。そのために自力ではどうすることもできない女性たちは，不安定就労，劣
悪な居住環境，子どもを養育できず疎遠になっていくといった状況にさらされるしがなか
ったのである。しかも厄介なのは，女性の生活困難は，人生の「つまずき」に遭遇したと
きにすぐ，問題として発現してくるというものでないという事である。住込み家政婦や，
寮の賄い婦，病院の付添婦として働くことによって，とりあえず当座の生活費と住宅は不
安定で劣悪ながらも確保されるため，生活問題が顕在化するのが遅れるのである。つまり，
身体二巴弱化にともなって，生活困難は次第に深まり，少しずつ顕在化するというプロセ
スをたどるのである。そして高齢になれぼなるほど，介護問題が重なり生活の不安定性は
解消されるぽかりか生活困難の中身は重層化していき，解決不可能になってしまうという
ものである。生活問題が重層化する前に，適切な社会的対応がなされる必要があろう。す
なわち，潜在的ニーズをなんらかの形で掘り起こしていく作業が必要である。
　第2として，多くの女性たちは不安定就労層であったものであるが，社会のしくみはこ
れらの女性たちを，都合よく不安定な周辺労働力として常時確保し，上手に利用してきた
のではないだろうか．換言すれば，これらの特別な資格や技術をもっていない依存関係の
破綻した女性たちを，相対的過剰人口の特に低層部分に内包することによって，それらの
存在を前提にして，日本の高度経済成長はとげられたともいうことができよう。現在の高
齢女性の生活困難は，社会的に組織されたものであるということである。さらに，病院の
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付添婦や老人ホームの寮母などをしたことがある者も多いことをみると，戦後の医療，福
祉労働もまたこれらの女性の不安定就労によって担われてきたということも指摘できよ
う。社会福祉自体が将来の対象を生み出してきたという自己矛盾をかかえているのである
註の。
　第3に，これらの女性たちは特別，依存性の高い女性たちであったというわけではない
ということも付け加えておきたい。彼女たちは，女性の「依存」を許容し，前提とする文
化の中で育ち，そしてたまたま男性との離死別や親の早逝，子どもの不和という人生の「つ
まずき」に遭遇した女性たちなのである。幸いにも男性との依存関係がうまくいっていて
破綻せずこれほどの生活困難にはさらされずにいるが，いったん依存関係に亀裂がはいれ
ぼたちどころに生活困難にさらされるという大量の生活困難予備軍ともいうべき女性の存
在が背後にあるということが指摘できる。現在の社会福祉施策のなかで女性は売買春の要
保護女性と子どもの母として保護される存在としては位置付けられている。しかし，産む
性をもっている女性の生活，人権を生涯にわたってどう守るかという視点はない。なんら
かの形で男性などの他者に依存しながら生きることを前提とするような，いわぼ性的役割
分担を是認している社会福祉の思想が底流にあるといえるが，そうである限り，高齢期の
女性の生活問題は再生産されていく構造を有しているのである．依存関係を断ち切る，そ
ういう意識変革と社会的体制の確立をめざし支える女性のための社会福祉の施策が必要で
あろう。すなわち，女性が男性との離死別に動揺しない労働と生活を支える施策，また，
心身の障害がゆえに男性の性暴力の対象になることがないような障害女性を支える施策，
さらに子や兄弟に依存しなくともよい年金や住宅や，疾病・障害，虚弱化に即応した手厚
い高齢者福祉サービスの充実ということである。また同時に子が親の生活変動の影響を直
接的に受けることのない児童福祉施策も視野にいれなければならないだろう。さらに，借
金のかたに「身売り」を強いられ，家族の犠牲となった女性の存在をみると，女性に対す
る性的収奪の極みともいうべき売買春を容認する文化を克服する運動も重要である。
　第4に，施設入所には至らないがこれらの女性たちと同様の人々は，虚弱な在宅要介護
高齢者層の多くに存在すると考えられる。高齢者の介護問題として地域の在宅福祉サービ
スのネットにかかってくる人々である。そして，行政の高齢者在宅福祉サービスの画一的・
大量ニード調査では，みえてこないさまざまな堆積する生活問題をかかえる人々である。
これらの人々に一面的にホームヘルプサービスや入浴サービスを提供することで事足りる
のだろうか，疑問である。社会福祉のサービスは，生活の一面を切り取ってサービスを張
り付けていけば済むというものではない。一人一人の人生を受け止め，本人の生活力を過
去の生活関係から引きだすなかから，具体的個別的援助のゴールが定められなければなら
ないはずである。時間（生活歴），空間（住宅），関係性（生活関係），性差，階層性という
ことを基軸にした専門的な社会福祉の対象理解，接近の方法を再考する必要があろう。特
に在宅福祉サービスにおいてこのような視点を確立する必要がある註5）。
　第5に，これらの施策が確保されたとしてもなお，男女に共通して景気の変動によって
生じる失業や，事業の失敗・借金，人間関係のトラブル，男女間の性的トラブル，疾病な
どに起因する，就労意欲の喪失，生活意欲喪失，精神的荒廃等は残存するだろう。すなわ
ち豊かな現代社会における「貧困」ということである註6）．これらに対応して経済的保障と
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合わせて，「社会福祉の相談・援助」ということも重要になってくる。とくに経済的困窮が
固定化している社会の底辺にいけばいくほど，生活意欲の喪失，精神的荒廃が存在し，悪
循環しているといわれるが，単に対処療法的な援助ではない，また効率よく各種のサービ
スを紹介するだけの，さらにまた依存関係を助長し調整するだけの援助でない，いわば生
活問題を主体的に本人が克服していくことができるような相談・援助（介護を含む）の機
会が平等に与えられることによって，悪循環の構造を打破していくことができるのではな
いかと考えられる。すなわちこれら「声なき人々」自身が様々な専門的援助を受けること
を通して，真の生活力訓をつけ，生活主体としての自己を覚知することができれば，その
時はじめて社会福祉の普遍化ということが実現できるといえるのである。このことなくし
て，社会福祉の普遍化などは有り得ないのである。従来「貧困は人間をダメにする」調と
いわれてきたが，精神的痛手を受容し，いやし，これまでの人生を振り返りながら人とし
てのプライドを回復させてくれるような良い援助（出会い）があれば人はむしろ貧困をバ
ネに変わっていくことができるのではないか。このような意味において，どのような「良
い援助」を専門機関・施設において具体的に展開していくことができるかが現代における
社会福祉の実践的課題であるといえよう。
付記1）
付記2）
付記3）
本研究は平成4年度文部省科学研究助成金および平成4年度放送大学特別
研究費による。
本研究の意図をご理解くださり，調査を快諾しご協力してくださいましたA
養護老人ホームの利用者，関係者の皆様に心よりお礼を申し上げます。
本人のプライバシーを守るために，老人ホーム名，所在地は公表しない。事
例についても特定できないよう配慮した。
註1）　研究の背景，課題，方法，高齢男性の生活困窮プロセスについての詳細は『放送大
　　　学研究年報第10号』1992年を参照されたい。
註2）吉田久一は「普遍」と「個別」について次のように述べている。「…社会事業におけ
　　　る『個別』とは『特殊』と『普遍』が統一されていることが約束である。したがっ
　　　て，『個別性』とは『社会性』を宿し，社会事業史で扱う『個別的人間』はその時代
　　　の『曲想』であると理解すべきであろう。」「社会事業史の方法と研究」『社会事業史
　　　研究』第3号，1975年，P．6
註3）人生における転機には，その後の人生を結果的に良い方向へ導くものとどちらかと
　　　いうと悪い方向へ導くものと2通り考えられるが，この場合の転機は，後者をさし
　　　ている。
註4）戦後の福祉労働，特に老人福祉施設における女性の労働がどのように集められた
　　　か，そして彼女らが果たした役割については他の機会に言及する予定である。
註5）拙稿「在宅高齢者の生活問題と社会的対応」地域福祉学会『日本の地域福祉』（第6
　　　巻）1993年，P．49
註6）筆者は，女性の性的収奪の極みともいうべき売買春は，この現代的「貧困」の一撃
　　　態であると考える。つまり，「人並みの生活」を追い求め，あるいは都会の孤独をい
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註7）
註8）
やす一手段としての「消費」への欲望を満たすための金銭を若い女性が手っ取り早
く手にいれようとするときにおちいる極限的状況が売買春であり，その根底には，
女性の性的収奪を容認する文化が存在する。さらに「享楽型売春（ルンルン売春）」
といわれるごとく，売春があたかも主体的選択の結果の行動であるようにみえると
いうトリックがあることがまさに現代的貧困の様相を呈しているといえる。現代的
「貧困」の一形態としての売買春の存立構造については，拙稿「現代社会と女性」『今
日の売買春と女性一人権としての婦人保護事業』中央法規出版　近刊を参照された
い。
特に，高齢期の生活問題と生活力の関係については，拙稿「老いる」『生活学入門』
放送大学教育振興会1994年を参照されたい。
篭山京「貧困と人間（昭和28年，河出書房）」『篭山京著作集』第3巻，ドメス出版，
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